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前年比（％） 
11 月 12 月 1 月 

1Q 

累計
2 月 3 月 4 月 

上期

累計
5 月 6 月 7 月 

3Q 

累計
8 月 9 月 10 月

通期 

累計 

全店計 117.1 115.6 119.8 
117.7

117.6 109.8 122.9
117.2

114.6 110.6 113.7
116.0

117.7 109.2 110.5
115.1 

店舗数 73 店 73 店 73 店 73 店 72 店 72 店 72 店 72 店 71 店 71 店 71 店 71 店

既存店 98.2 98.1 101.0 
99.3 

98.8 93.4 105.0
99.1 

97.7 93.9 95.7
98.1 

99.2 92.4 93.6
97.3 

店舗数 60 店 61 店 61 店 61 店 60 店 60 店 60 店 60 店 60 店 60 店 60 店 60 店

 (注) 1. 既存店は開店後 14 ヶ月を経過した店舗としております。 

    2. 上記数値は速報であり、監査法人による会計監査を受けておりません。 

 
・ １０月の全店計の売上高は前年比１１０．５％、既存店売上高は前年比９３．６％となりました。 

通期累計では、全店計の売上高は前年比１１５．１％、既存店売上高は前年比９７．３％となりました。 

・ 主要部門のうち、書籍は全ジャンルで前年を上回る好調な実績となりました。なかでも文庫と文芸が売上を牽引し、売上高前年比１１８．０％（既存店 

１０３．７％）となりました。 

レンタルは定番・ロングセラー商品の品揃えを拡充した音楽レンタルが好調に推移したほか、映像レンタルにおいても既存店の売上が回復基調にある 

ことから、売上高前年比１２６．６％（既存店９４．６％）となりました。 

・ 文具は売上高前年比８９．６％（既存店８４．２％）となりました。特売商品の絞り込みを引き続き行っていることから前年を下回りましたが、ファンシー・

筆記用具・事務用品等の定番文具は好調に推移いたしました。 
 

□ 平成 22 年 10 月期の決算発表は 12 月上旬を予定しております。 

 

 

 

 

2010年10月期 売上推移速報 

【この資料に関するお問い合わせ先】       株式会社トップカルチャー 取締役管理部長 遠海 武則 

   TEL：025（232）0008  http://www.topculture.co.jp 

株式会社トップカルチャー 

・事業内容  「蔦屋書店/TSUTAYA」の運営を通じた「日常的エンターテイメント」の提供 [書籍・CD・DVD・文具の販売及び CD・DVD のレンタルを 1 店に集約した大型複合店舗] 

・業績      （連結）売上高 29,548 百万円 経常利益 732 百万円  （単体）売上高 28,508 百万円 経常利益 778 百万円 （2009 年 10 月期） 

・店舗数    グループ合計 75 店 [新潟県 26 店 長野県 15 店 神奈川県 7 店 東京都 18 店 群馬県 5 店 埼玉県 4 店] （2010 年 11 月 2 日現在） 


